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農林水産物等輸出促進全国協議会会長を仰せつかっております、キッコーマン株式会社取締役名誉

会長の茂木友三郎でございます。本日は皆さまお忙しい中ご出席いただきまして、誠にありがとう

ございます。本日は齋藤農林水産大臣にご臨席をいだだいており、また安倍内閣総理大臣、そして

宮腰内閣総理大臣補佐官も後ほどいらっしゃるということであり、安倍総理、齋藤大臣、宮腰補佐

官に御礼を申し上げます。総会を開催するにあたり、ひと言ごあいさつ申し上げます。

まず日本食海外普及功労者として表彰される５人の皆さま、おめでとうございます。皆さまの長年

のご努力に敬意を表するとともに、今後のご活躍をお祈りいたします。

次に農林水産物、食品の輸出の状況を見ますと、輸出額は平成２５年から４年連続で過去最高を更

新し、平成２８年は7502億円となりました。また平成２９年の１月から９月までの輸出実績は、

5683億円。対前年同期比で5.4％増となっております。しかしながら、平成３１年輸出額１兆円の目

標達成するためには、これまで以上に民間の事業者と政府の関係機関が力を合わせて、輸出の取り

組みを加速させていくことが必要であります。政府では１兆円目標達成に向けて、昨年５月に策定

された「農林水産物輸出力強化戦略」等に掲げたさまざまな施策を実施しており、本年４月に設立

された日本食品海外プロモーションセンター、「ＪＦＯＯＤＯ」によるプロモーション、ブラン

ディング戦略の立案、実行や、「コメ海外市場拡大プロジェクト」などの新規の事業にも取り組み

始めたと聞いております。本戦略に基づき関係者が積極的な取り組みを行うことが肝要であり、本

協議会の会員各位におかれましても、各地域における取り組みも含め、輸出促進の取り組みに一層

のご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

次に、新規に加入された会員をご紹介いたします。このたび本協議会の趣旨にご賛同いただきまし

て、一般社団法人日本商事仲裁協会が加入されましたのでご紹介いたします。これをもちまして、

本協議会の会員数は172団体となっております。最後に、政府目標である平成３１年の輸出額１兆円

を達成するためには、官民を挙げた取り組みとオールジャパン体制により、安全で高品質な商品を

安定的に供給していくことが大切であります。今後、協議会会員各位のますますのご活躍を期待い

たしまして、私の挨拶とさせていただきます。

【農林水産物等輸出促進全国協議会 茂木友三郎会長のご挨拶】
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【齋藤健 農林水産大臣のご挨拶】

本日は農林水産物等輸出促進全国協議会総会にお集まりをいただき、厚く御礼を申し上げます。ま

ず協議会の会員の皆さまにおかれましては、農林水産物等の輸出にご尽力を賜っていますことに厚

く御礼を申し上げます。また本日１１月２４日、「いい日本食」で「和食の日」に日本食海外普及

功労者として表彰される皆さま、誠におめでとうございます。４年前の「和食」のユネスコ無形文

化遺産登録を契機に制定された記念日ですが、まだ日本食が浸透していなかった時代から皆さまが

長年にわたり日本食の普及に取り組まれていることに、心から敬意を表します。

茂木会長からもお話ありましたけれども、農林水産物、食品の輸出額は、昨年は過去最高の7502億

円でした。一方で、２０１９年までに輸出額１兆円目標を達成するには、あと２年で約2500億円積

み上げていく必要がございます。私は大臣就任直後の８月に香港ＦｏｏｄＥｘｐｏ２０１７に出席

をし、輸出に取り組んでいる現場を自らの目で見て、声を聞いて、日本の農林水産物、食品の品質

が世界から高く評価されていることを改めて実感をいたしました。その一方で、まだまだ現地の需

要がある商品や濁り酒など知られていない素晴らしい日本産商品がたくさんあり、このような商品

を海外マーケットにどんどん仕向けていくことを全力でお手伝いさせていただきたいと思っていま

す。その取り組みの一環として先月、日本で初めて輸出に特化した展示会である、「日本の食品

輸出ＥＸＰＯ」が開催されました。輸出ＥＸＰＯは、世界70カ国から3000近いバイヤーの皆さまと、

300を超える輸出に意欲的な出展者の皆さまとが直接商談できる絶好の機会となりました。こうした

取り組みを契機に、日本から世界への食品輸出の流れが一層太く、永続的なものになることを期待

いたしております。

また本年９月には、「コメ海外市場拡大戦略プロジェクト」を立ち上げました。このプロジェクト

の下、33事業者から12.5万トンの輸出目標が示されるとともに、200の産地、団体が米の輸出基地と

しての取り組みを表明いただいています。これらの事業者の取り組みを強力に推進し、米輸出の拡

大を進めていきたいと思っています。

以上を含め、今後とも、本日受賞された皆さまをはじめ、関係府省、団体、企業等々連携をいたし

まして、輸出額１兆円目標達成に向け、全力で取り組んでまいります。結びに、本日ご臨席の皆さ

ま方のご健勝とさらなるご活躍を祈念いたしまして、私の挨拶といたします。
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【安倍晋三 内閣総理大臣のご挨拶】

皆さん、こんばんは。安倍晋三でございます。

「ＪＡＥＣＡＰ２０１７」の開催にあたり、一言お祝いを申し上げます。始めに、本日、日本食を

海外で普及する功労者として表彰された皆様に、心からお祝いを申し上げます。食習慣の異なる海

外において、長年にわたり様々な苦労を乗り越え、日本食の普及に情熱を注いでこられました。日

本の農林水産物や食品の輸出の先駆けとして、市場を切り拓いてこられたことに深く敬意を表しま

す。

本年７月、日ＥＵ・ＥＰＡが大枠合意に至りました。また、今月にはＴＰＰ11の大筋合意が確認さ

れました。これにより、多くの国で我が国の農林水産物や食品にかけられていた関税がなくなりま

す。世界の市場に向けて、おいしくて安全な「日本産」の輸出を拡大する大きなチャンスでありま

す。

また輸出の障害となっている各国の規制についても私自身、首脳会談などの機会に緩和・撤廃を積

極的に働きかけています。今年もベトナムへの梨、台湾への牛肉、アメリカへの柿などの輸出が解

禁されました。

安倍内閣は本日、農林水産物、食品輸出の戦略的推進などを盛り込んだ総合的なＴＰＰ等関連政策

大綱を決定しました。我々は、これからも輸出に取り組む皆さまを全力で応援してまいります。

農林水産物や食品の昨年の輸出実績は7500億円を超え、４年連続で過去最高を更新しています。そ

して今年も過去最高を更新するペースで伸びています。海外の日本食レストランは約12万店。海外

での日本食の人気は高まっています。拡大を続ける世界の食市場。この需要を取り込むことで輸出

はまだまだ伸ばせます。まずは２０１９年の輸出目標額１兆円の達成に向け、齋藤大臣とご臨席の

皆様方の力を合わせ、素晴らしい日本の農林水産物と食品の輸出を更に伸ばしていこうではありま

せんか。我々が政権を奪還し農林水産物の輸出を増やしていくと申し上げたときには、そんなのは

無理だという空気が覆っていたわけであります。しかし、やっぱりやればできる。いわば５年連続

の輸出高になっていくと言われているわけであります。そしてそうした状況の中で40歳以下の新た

な就農者が、３年連続２万人を超えました。これは、統計をとって初めての出来事であります。ま

さに若い皆さんが農業という分野で自分の情熱、努力によって新しい地平線を切り拓いていくこと

ができる分野だ、そう思い始めていただいたのだろうと思います。

これからもっともっとおいしくて安全な、素晴らしい農林水産物が新たに登場してくると思います。

その際にもっともっとしっかりとした海外への輸出のルートを作っていく。そして、生産者にしっ

かりと収益が残る、そういう仕組みを皆さんに協力していただいて作っていきたいと、こう思う次

第でございます。

今後、皆様方がますますご活躍されますことを祈念いたしまして、私の御挨拶とさせていただきた

いと思います。おめでとうございました。
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【受賞者講話：八木秀峰 ボン氏】

ただ今ご紹介にあずかりました、八木秀峰ボンです。このたびは、このような名誉ある賞をいただ

き、誠に光栄に存じます。また農林水産省。そしてＪＲＯの皆さまもはじめ、関係者の方々には心

より感謝いたします。

本日は、今までの私の活動についてお話をさせていただきたいと思います。私は、茨城県神栖市波

崎町に生まれ、日本で大学進学を目指しておりましたが、受験当日に親友の牛乳配達を手伝ってい

たため、試験の時間に間に合わず、受験することができませんでした。大学進学を閉ざされた気持

ちを一転し、１９６８年、渡米を決意し、所持金わずか500ドル、船で太平洋を渡り、サンフランシ

スコからグレイハウンドバスでアメリカ大陸を横断し、フィラデルフィアで生活をスタート。その

後、ヨーロッパからインドまでシルクロード横断の放浪の旅に出た私は、実力を試すのであれば

ニューヨークへと、27歳で再びアメリカへ戻りました。そして、ニューヨークのイーストビレッジ

という下町にたどり着きました。当時のイーストビレッジは閑散として荒れ果てていましたが、移

民の地区であったこともあり、まさにここは、自分の将来を試したいと思い、レストランビジネス

の夢を持ちはじめました。まずは青果卸、「YAO-Q」を親友と始めました。八百屋をやることでレス

トランビジネスの知識や地域との関わりを深めることができました。イーストビレッジにあるセン

ト・マークス教会には、黒船来航、ペリー提督のお墓があり、私がイーストビレッジを選んだこと

は、さらに日本の、アメリカのつながりに貢献するのだという使命感を感じました。

その数年後、アメリカンダイナーズ、「レストラン103」をオープンして、ローカルな人たちだけ

じゃなく、まだ無名だったマドンナ、アンディー・ウォーホル、キース・ヘリングなど、新進の

アーティストたちも足を運ぶ店となりました。しかしそのころ、日本レストランはミッドタウンに

集中しておりました。そのため１９８４年にイーストビレッジに自分が食べたい日本食の店を開き、

自分の生まれ育った町の名前を付け、「寿司、波崎」を開店しました。

この移民の多いイーストビレッジで日本食レストランの手応えを感じ、日本食文化をニューヨー

カーに広めたいと強く感じ始めました。そして当時、日本レストランにはなかった専門店、そして

こだわりの店を作ることによって、もっと日本食の素晴らしさをアピールすることができると思い、

しゃぶしゃぶ専門店、「しゃぶ辰」をオープンしました。今では日本からの和牛をニューヨーカー

たちがしゃぶしゃぶして、エンジョイしております。

また日本酒との出会いは、31年前に日本の義理の母からもらった、そのころ幻の味といわれた日本

酒、越乃寒梅でした。このときの１杯は、一生忘れられない味になりました。その当時アメリカに

はおいしい日本酒がなかったので、自分が感銘を受けた日本酒の味を世界に広めたいという気持ち

から、酒バー、「でしべる」をイーストビレッジにオープンしました。そしてミッドタウン、グラ

ンドセントラル近くに酒蔵をオープン。誰でも酒蔵に来れば日本のふるさとの酒が飲めるようにと、

どこよりも数多くの酒を取りそろえ、品質管理にもこだわりを持っております。温度管理について

は専用の冷蔵庫に保存し、温度が一定に保たれることによって、蔵元からの味をそのままお客さま
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【受賞者講話：八木秀峰 ボン氏】

に楽しんでいただけるよう心掛けております。「でしべる」は100種類以上、酒蔵は今では250種類

以上の日本酒をそろえております。その結果、蔵元の皆さまからは、酒蔵は日本酒の登竜門といわ

れるようになり、またニューヨークで日本酒を広めたことに関しては、名誉唎酒師をいただくこと

ができました。

その後、私は麺が大好きなので年中食べても飽きない麺の店、蕎麦屋を立ち上げ、長野県安曇野市

から取り寄せている蕎麦粉で、毎日手打ちの蕎麦をお客さまに提供しております。そして２０００

年にニューヨーク初、下町の味が楽しめるラーメン専門店、「来々軒」をオープンしました。

ニューヨーカーにもお茶の関心が深まり、抹茶をはじめとする日本のさまざまなお茶を楽しめる

「茶庵」をオープン。当時は日本茶でお金を取るお店がなかったので、茶葉とお茶の入れ方にこだ

わりました。日本では米離れが叫ばれる中、ニューヨークで米文化を広めようと立ち上げたのが

「ライスバーガー米吉」で、父の名前から取りました。米こそ、日本を代表する食文化の一つであ

ります。ライスバーガーとしてだけではなく、日本の米のおいしさ、健康食としての米の良さを分

かってもらえればと思います。

今後の目標は、さらに日本食を広めるとともに、従来の日本食を食として知ってもらうだけではな

く、日本食の調理法、食材、サービス、おもてなしを日本の食文化の一つとして普及していくこと

です。弊社のモットー、「日本に行かなくても日本を楽しめる空間、すなわちEnjoy Japan without

Airfare」にも含まれております。そのためには地域とのつながり、そしてコミュニティーとの関わ

りが不可欠と思い、さまざまな地域活動に携わってきました。そして自分たちの手でイーストビ

レッジを盛り上げようと、１９９０年に友達たちと「日本の祭り」を企画、運営しました。祭りは

11年間続けて、ジャパンタウンと言えばイーストビレッジというイメージを確立することができま

した。近い将来、日本の祭りをぜひ再開させ、さらにイーストビレッジのジャパンタウンを確実な

ものとするために、アメリカ社会との共存共栄に力を注いでいきたい所存でございます。

最後になりましたが、いつもご来店していただいているお客さま、そして私をサポートしてくれて

いる従業員、家族の共子、さくら、大八に感謝いたします。本日はご清聴、ありがとうございまし

た。
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【受賞者講話資料：八木秀峰 ボン氏】
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【受賞者講話：張宇人氏】

（通訳）

ご列席の皆さま、本日は香港における日本食品プロモーションについての経験を皆さまにお話しで

きることを、喜ばしく思っております。

２０１１年３月１１日の福島での原発事故以降、香港の人々は日本食品の放射性物質汚染に不安を

感じていました。この事故は香港の日本食レストランや日本食品を扱うスーパーマーケットに大打

撃を与えました。日本から輸入される食品の安全性を確保するために、直ちに一連の施策が開始さ

れました。

２０１１年３月２４日、香港政府は最も大きな影響を受けた５県からの野菜、果物、牛乳、乳飲料、

粉乳の輸入禁止命令を発出いたしました。私も日本から輸入される全ての食品について入港時に抜

き取り検査を行うよう、当局に指示いたしました。それ以後、日本から輸入される全ての食品で放

射性物質の影響を調べる体制が整えられました。

同時に、私は福島の災害によって被害を受けた業界に対し、個別の事情に合わせた財政支援制度の

整備を要請いたしました。日本で放射能事故がほぼ制御可能になった直後、業界と協力した「愛・

日本料理キャンペーン」を始動いたしました。開始セレモニーには在香港日本国総領事、香港特別

行政区行政長官、政府高官や著名人をお招きし、日本料理を味わうディナーを楽しんでいただきま

した。このキャンペーンは300を超える日本食レストランや食料品店が参加し、２０１１年５月２５

日から６月１５日の毎週水曜日に一部のメニューや商品を半額で提供するなど、大好評を博しまし

た。これらのイベントの模様は地元香港のみならず海外メディアでも報道され、日本からの輸入食

品は食べても安全であるという確かなメッセージが香港の人々に伝えられました。

２０１１年９月下旬、震災後の日本の現状を理解してほしいという外務省からのお招きを受け、香

港立法会の議員２名とともに６日間、公務で日本を訪問しました。日本滞在中、食品安全に関係す

る日本の省庁や機関がどのような対策を講じているか、日本から輸出する食品の監視、検査体制、

特に放射能レベルに対する監視、検査体制を調査いたしました。

帰国後、訪日メンバーは立法会で報告を行うとともに報告書も提出し、全議員および香港の一般市

民に向け、日本で見聞した全ての情報を伝えました。香港では人々が徐々に日本食品への信頼を取

り戻し、日本食レストランも完全に立ち直り、事故から６カ月で業績は事故前の水準を回復しまし

た。２０１１年以降、香港の日本食レストランは４割増えております。

福島、茨城、栃木、千葉、群馬の５県の食品に対する輸入禁止の解除の決定には、香港政府はまず

日本での食品の監視体制について最新の情勢を考慮する必要があります。香港行政会議非官守成員、

そして立法会議員として、私はこの禁止解除に向けて全力で取り組む所存であります。それは、こ

の５県で生産される食品が安全に摂取できると信じているからであります。

最後に賞をいただきましたことに対し、齋藤農林大臣および農林水産省に心より御礼を申し上げま

す。ご清聴、ありがとうございました。
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協議会総会 議事録

【受賞者講話資料：張宇人氏】



5353

協議会総会 議事録

【受賞者講話：菅原譲治氏】

皆さま、こんにちは。

メキシコで永住しております、菅原譲治でございます。今回はこの栄誉ある賞を受賞しましたこと

は、ひとえに在メキシコ日本大使館およびＪＥＴＲＯの皆さま方の推薦によるものと、大変感謝い

たしております。また、農林水産省の方々にも厚く御礼申し上げます。

さて小生、今年の１０月１８日をもちまして在墨50年になり、この節目の年にこういう賞をいただ

くということは光栄の至りで、また感慨深いものがあります。最初に店を開けましたのが１９７５

年の１０月１８日でございまして、今年でちょうど42年目になります。最初は小さな店でありまし

たが、まずメキシコ人を対象にと考えておりました。と言いますのは、メキシコの人口の１％にも

満たない日本人相手よりも、99％のメキシコ人に日本の食を知ってもらい、喜んでいただきたいと

いうのが最初からの思いでありました。

最初は、当時刺し身など口にしたこともないメキシコ人に、生の魚を食べさせるのには大変苦労い

たしました。お客さんにも、おいしくなかったらお金は要らないから、まず食べてくれと。もし、

おいしければ倍置いていってくれというような冗談も言いながら勧めました。最初は薄造りで、ポ

ン酢で食べていただくように工夫したりしました。その結果、今では好んで食べる料理になってい

ます。

寿司は第２号店で始め、メキシコで爆発的なブームとなり、特に若い人に人気があり、現在では非

常にポピュラーで、メキシコ社会に深く浸透しており、ピザ感覚で食するまでになっています。

最近は健康に気を付ける方が増え、特に日本食の愛好者がますます増える傾向にあるようです。日

本食イコール健康食という受けとめ方をされています。多くのスーパーにも日本食材のコーナーが

現れ始めております。

余談になりますが、メキシコと日本は400年にわたる深い交流の歴史があります。１６０９年に千

葉の御宿沖で座礁したとき、メキシコの船員317名が救助されたときから始まります。その１年後、

徳川家康の命によりメキシコ、アカプルコへ送り届けられます。またその後、支倉常長の一行もメ

キシコに渡っています。１８８８年には平等条約を結びますが、その最初の国がメキシコでした。

これを端緒に各国との不平等条約を廃してく、きっかけとなった重要な条約でした。今、日本にあ

るメキシコ大使館は赤坂の特等地にあります。これは、そのお礼に当てられたと聞いております。

また、１８９７年には中南米最初の榎本殖民のグループが派遣されます。ちょうど今年が120周年に

なります。ちょっと話がそれましたが、非常に親日家の多いこういう歴史のあるメキシコの地で活

躍させていただいているのは、幸運と言えます。

また今回の受賞も、メキシコの人のスタッフと一丸となってやってきた、たまものだと思っており

ます。彼らの協力なしではあり得なかったことで感謝の念に堪えません。これからも料理を通して、

ますますメキシコと日本の絆が深まることを願ってやみません。ありがとうございました。

続きまして、ちょっと映像です。ちょっとお願いできますでしょうか。
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協議会総会 議事録

【受賞者講話：菅原譲治氏】

１９７５年に最初の店を開けまして、この当時はまだ５、６件しか日本レストランがございません

で、40席の小さなカウンターのお店、最初は串カツ専門店をやろうと思ったのですが、なかなか外

国人っていうのは串カツだけですとつまみ程度の感覚しかありませんで、見事失敗っていうか、あ

まりお客さんが来ないということで、どんどんいろんな料理を増やしていきました。そのときにト

リカツとかチーズカツ、これを考案しまして、人気が結構ありました。

１９８２年に第２号店をオープンしまして、ここで寿司が爆発的な人気を博しまして、寿司ブーム

がメキシコで起こります。この１９８３年には「タンピコペースト」っていうカニかまとタマネギ

のみじん切り、それからマヨネーズ、それからメキシコのトウガラシを刻んで作った、考案したタ

ンピコソースというものを、今メキシコでは爆発的に受けております。

１９８８年に第３号店を開けまして、ここでは鉄板焼きコーナー、併設しました。

それから、１９９２年にポスケダローマスというちょっと西のほうの新しい店を開けまして、いろ

いろ、メキシコでは寿司は握りではなくて、どっちかっていいますとロールが多いですね。これは

爆発的な人気で、今どこの店行ってもあるという。

１９９５年に隣の州のエスタード・デ・メヒコという所に「サテリテッテン」をオープンしました。

９８年に、これは南のほうの店で「クイクルコテン」。それからこれが人気料理の、ある一部でし

て、照り焼き丼とか、ドラゴンロールっていうのは、これはマンゴーを巻きまして、その上に七味

をかけてタレがちょっと付いているのです。あと、ビーフ巻きとか創作のスズキの寿司りですね。

これもちょっと辛みの、ポン酢で食べていただく料理になっています。

それから２０１０年から、「インターナショナル文化フェア」っていうのがメキシコの政府の依頼

でもって、各大使館が出席っていうか出店しましていろいろフェアをやっております。毎年です、

これは。これはその模様のセイチョウヒロバの所で大々的に行われた様子です。これもそうです。

それから２０１４年にメヒコレストラン協会より、寿司の普及に対して表彰いただきました。これ

は、その授与式の式典の模様でございます。

これは２０１５年に、サテリテのほうの店を隣の土地に新築しまして、40周年記念と合わせてオー

プンしました。これは達磨店にお酒の利き酒のイベントを２０１５年から10回以上、いろいろな店

でやっております。これがその模様の、お酒の説明と、お客さまの、顧客の方が見えて利き酒を

やっているところでございます。

あとは日墨会館という日系人の集まりの会館がございまして、そこで春祭り、夏祭り、秋祭りとこ

こにも出店させて、日本食の普及に努めております。

以上でございます。どうも、ありがとうございました。



5555

協議会総会 議事録

【受賞者講話資料：菅原譲治氏】
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協議会総会 議事録

【受賞者講話資料：菅原譲治氏】
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協議会総会 議事録

【受賞者講話：ジャン＝ロベール・ピット氏】

（通訳）

まず、最初に農林水産大臣、そしてまた選考委員の皆さま方に、この日本とフランスの友好関係の

証しでもあるこの今回の私の表彰に関して、御礼申し上げたいと存じます。

和食は、２０１３年にユネスコの無形文化遺産に登録されました。今ご覧いただいているスライド

もそうですけれども、この決定は２０１０年の、このご覧いただいているスライドのフランスの美

食術の登録に続くものです。フランスの高級料理の一品、美しいオーロラの枕です。このフランス

に関する２０１０年の結果の公表以降、われわれ２カ国は緊密に協力し、それぞれの美食遺産のよ

り良い活用を目指して交流を続けてまいりました。

両国の美食の遺産は全く違うようにも思えますが、日本はフランス同様に洗練された料理、例えば

発酵した飲料とか、これお酒やワインのことですが、それから食卓の飾りつけ、会話や美食文学に

対して情熱を持っています。それは宗教、神道とか仏教とかカトリック教などが食い道楽に対して

寛大であり、また上流階級、日本では皇室、大名、写真にも出ているかもしれませんが、それから

侍、フランスでは王室、貴族階級や聖職者がこういった上流階級を構成しており、そしてフランス

革命と明治維新のあとではこの上流階級というのはブルジョア階級となりますけども、そういった

人々が果たした役割にも大きく覆っているものです。

われわれの交流は今に始まったものではなく、オランダ商人によって持ち運ばれたしょうゆは18世

紀にパリで消費されており、ワインも将軍家では知られていて、これもオランダ商人によって持ち

運ばれたものです。明治天皇は皇居での正式な宴会の場でフランスの高級料理を取り入れ、この伝

統は現在も残っています。写真でご覧いただいたのは、今上天皇によって催された宮中の晩餐会で

す。今日、多くの日本人のシェフがフランス料理を完璧に習得しています。日本食もフランスで長

い時間をかけ、浸透してきています。大阪の料理学校長でもあった辻静雄氏は、１９７０年代から

フランス人シェフを招き、それ以降日本のレシピ、食材、盛り付けが彼らのフランス料理にも少し

ずつ取り入れられるようになりました。

ご覧いただいているスライドの写真、ミシェル・ブラスの野菜のガルグイユなどもその例でござい

ます。

われわれは交流を続け、それをより深めていかなければなりません。

私も個人的に大学の世界で、そしてまたシェフに対し、またフランスのこの料理の専門家たちに対

し、こういった交流を促進するように働きかけてまいります。というのも、美食はさまざまなもの

に関わってくるからです。文化、社会、農業、産業、例えば良質な農産物の加工業は収益性があり

ます。そのほかにもまた観光とか景観、良質の農業から美しい風景、景観が作られます。写真は熊

本県の阿蘇の棚田、あるいはルシヨン地方のバニュルスのブドウ畑でした。そのほかにもまた外交、

あるいは政治にも関わってきます。



5858

協議会総会 議事録

【受賞者講話資料：ジャン＝ロベール・ピット氏】

【受賞者講話：ジャン＝ロベール・ピット氏】

（通訳）

大臣もご存じだと思いますが、日仏の指導者の皆さん全て、日本とフランスが部分的に世界の食卓

を支配していることをご存じだと思います。両国の国民がこの素晴らしい遺産を存続し続けていく

ことを願っております。
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協議会総会 議事録

【受賞者講話：小田廣生氏】

南米の内陸国、パラグアイからまいりました小田廣生と申します。本日はこのような名誉ある賞を

いただき、大変光栄に存じております。これまでレストランひろしまを支えてくださった多くの皆

さまに、心から感謝申し上げます。

さて私のパラグアイでのスタートは、両親が１９５６年１２月、レストランの名前の由来でもある

故郷広島を離れ、私が６歳のとき、家族６人でパラグアイのラパス移住地に移住したことから始ま

ります。移住地での現実は厳しく、家族で農業を営んでおりましたが、１９６９年、農薬中毒で私

が体を壊したことをきっかけに、家族は60キロ離れた大都市、エンカルナシオン市に生活拠点を移

し、日本人の出張者や日系人に宿、食事を提供する小田旅館を開いたことが、現在の日本食レスト

ランひろしまの原点となります。

１９８６年には、私はエンカルナシオン市から首都アスンシオン市に移り、レストラン「ひろし

ま」１号店を開き、翌年兄夫婦が「小田旅館」をレストランに転業。その後、甥たちが日本での板

前修業を終え、息子が日本で調理師の資格を習得し、現在では親子３代でアスンシオン市に３店舗、

エンカルナシオン市に１店舗のレストランを営んでおります。

47年続けてきた日本食レストランの歴史の中で一番の苦労は何かと言えば、それはやはり食材の確

保だと思います。幸いにも米や野菜は日本人移住地で栽培されており、しょうゆやみそなども早い

時期から日系人によって製造されておりましたが、魚介類の確保は困難を極めました。当初はパラ

グアイの川魚で代用しておりましたが、当時手に入る川魚は鮮度、大きさ、川魚独特のにおいなど

の問題があり、とても刺し身やおすしに使えるようなものではなく、焼き物、揚げ物、またちくわ

や、はんぺん、かまぼこの材料にするなど、現地で手に入る食材をうまく活用しておりました。

また、のり、昆布、かつお節、シイタケなどの乾物類や、みりん、酒、わさびといった調味料など

は、日本食材でしか引き出せない味があることから、高価であっても日本から取り寄せて、本物の

日本食の味をお客さまに提供できるよう心掛けております。

しかし時代とともにアルゼンチン、ブラジル、チリ、エクアドルから冷凍された魚介類が入るよう

になり、昨今の和食ブームにより、パラグアイでも日本食レストランが急増しましたが、本物の日

本食の味や正しい調理技術で提供している店は、ごくわずかであります。

このような時代でレストラン「ひろしま」のさらなる使命は何かと考えたところ、私は本物の日本

食、食文化をパラグアイの地で伝承していくことだと思っております。日本食特有のうま味や味覚

をいかに伝承し、発展させ、日系人のみならず現地のパラグアイ人にしっかり伝承していきたいと

考えております。私や兄が両親から引き継いできた本物の味を、甥や息子たちが守りつつ、次の世

代につなげていけるよう、その道筋を引いていきたいと考えております。



6060

協議会総会 議事録

【受賞者講話：小田廣生氏】

現在、レストラン「ひろしま」を訪れるお客さまの９割はパラグアイ人であり、エンカルナシオン

のレストランひろしまには、アルゼンチン人が多数来店しております。われわれ料理の作り手側も、

親子、孫３世代で試行錯誤しながら日々奮闘しておりますが、お客さまの中にも親子、孫と３世代、

４世代にわたってご来店いただいているご家族もおられます。

国境を越えて、世代を超えて、本物の日本食を地球の裏側パラグアイで味わってもらい、感動して

もらうことこそが、私の人生の課題だと思っております。今まで現地メディアの取材などを通じて

日本食の魅力を発信するとともに、日本料理の講習会など、イベントにも微力ながら協力させてい

ただいておりましたが、今後も引き続き、日本の食文化のみならず日本の素晴らしい文化を多くの

人に知ってもらうため、微力ながら励んでいきたいと思っております。

最後になりましたが、今回この賞を受賞するにあたって、日本から遠く離れた地球の真裏パラグア

イで日本米を生産している米農家の方々、おいしい野菜を生産、提供してくれている日系農家の

方々、みそやしょうゆといった調味料を生産している日系人の方々ならびに関係者の方々に、心よ

り感謝を申し上げます。

そして、このたびの受賞を本当に心からうれしく思います。ご清聴、どうもありがとうございまし

た。
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協議会総会 議事録

【受賞者講話資料：小田廣生氏】


